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 第四章では、舌下に投与し 1－2 分保持した後に飲み込むという舌下免疫療法の特徴を考慮し、アレ
ルゲンエキスが最初に接触する部位として口腔内粘膜における局所刺激性の評価を試みた。陽性検体と












著者は、in vitro及び in vivo試験によって、舌下免疫療法薬としてのスギ花粉アレルゲンエキスに
関して、生物学的及び免疫学的特徴を示すと共に、舌下投与した場合の安全性を明らかにした。 
 















すとともに、in vitro及び in vivo試験によって安全性を明らかにした。これは同アレルゲンエキスの臨
床での安全性を支持するものであり、本研究を行った意義は大きいと判断される。 
 
 平成 27年 1月 21日、学位論文審査委員会において、加香副査を除く審査委員全員の出席のもとに論
文の審査及び最終試験を行い、本論文について著者に説明を求め、（加香副査から預かった質問も含め）
関連事項について質疑応答を行った。平成 27 年 1 月 26 日、加香副査に論文の審査及び最終試験に関
する説明と報告を行い、了承いただいた。その結果、審査委員全員によって合格と判定された。 
 
 よって、著者は博士（生物工学）の学位を受けるのに十分な資格を有する者として認める。 
